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症例

50 性

意 ル 発

　 記事 なし

病

　１ 月 から が し ２ 間 からは

も動かし らくなっていた また同時期に37度

の発 も自 し の を内 してい

た ３日 から会 も困難になり 院当日意

障害が られたため当院 急搬送された 院時

ショック イタル 症を認め 院30分後

に心 状態となった ちに気管 管

等の をおこない心 再開後 IC へ入室

となった

院 症

　 CS 11 4 1 6 … … 37 7 … … 110 60…

…

…140回 分… …24回 分 …S 2… 4 …（リ ー

ー スク10 ）

体

　後頸部から後頭部にかけて発赤 あり 性分

の あり

　 部から 部にかけて びらん多発

　口腔内に 数あり

院

　 1に示す

　 検査では C C などの炎症 ーカーの

谷澤　秀1） 川ちはる2） 上原　 里子3） 赤嶺　 和2）

山　 4） 外間　実 5） 大嶺　 6）　　

要 症例は50 性 入院１ 月 から 思 があり ２ 間 から発 を認め の

を内 していた ３日 から会 も困難になり 意 障害が られたため 急搬送された 当院 後

診 中に心 となり C 施行 分後に心 再開し IC へ入室した 後頭部から後頸部にかけて

性分 を う 発赤 が認められ 頭頸部 C 時の から頸部壊死性筋膜炎の診 となっ

た ともに 連 が検 され … … … （ S S）の状態であっ

たと考えられた 生 連日の により一 を りとめた 壊死性筋膜炎は 囲 をし

た 合の死亡 は45 しなかった 合の死亡 は556 とされており 期の壊死 の を め

適切な 生 の投 や全 管 等の集学的治療が行われる事が大事である
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上昇、血糖の上昇を認めた．また血液ガス検査では

呼吸性アシデミアを認めた． 

 胸部単純レントゲン(Fig.1)において左下肺野に浸

潤影を認めた．頸部単純 CT(Fig.2)で後頸部の腫大

と皮下のガス像を認めた 

Fig.2 

【入院後経過】 

頸部から後頭部にかけて膿瘍形成を伴った発赤，

腫脹が見られ，CT にて頸部から腋下にかけてガス

像を認めた．また掻把時の所見にて，筋膜部で浸出

液と筋膜の変性があり，組織が容易に指で剥離でき

ため壊死性筋膜炎と診断した（finger 法）．壊死性

筋膜炎による敗血症ショックと判断し昇圧剤投与し

ながら抗生剤加療，切開排膿を行った．またエンド 

Table2 

トキシン吸着療法(PMX)も併用し徐々にバイタルサ

インの安定が見られた(Table2)．その後血液培養検

査，膿瘍からの培養では MRSA，B 群溶連菌が検出

された(Fig.3.4)．また採血で未治療の糖尿病があり血

糖コントロールを開始した．第 7 病日に昇圧剤終了

し，第 26 病日気管挿管チューブの抜管を行えたが，

意識レベルは自発的開眼見られるのみで改善は乏し

かった．定期的に壊死組織の掻把行うも，頸部から

背部にかけての広範囲にわたる筋肉壊死を認めてお

り(Fig.5)，形成外科のない当院ではこれ以上の治療

は困難と考え第 41 病日に転院となった．転院後壊

死組織の掻把，植皮術行い意識レベル，筋力の改善

が見られた．第 117 病日血糖コントロール，創部処

置継続の目的で当院に再入院となっている． 

Fig.3 

    Fig.4 

Fig.1 
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　頸部壊死性筋膜炎は や に炎症が 及し

やすく 15 の症例が死亡することが報告され

ている 本症例では られなかったが への

及は50 の症例でみられ 性壊死性 炎

と呼 れ予後 良である1） 原因疾患としては

性感 7 頭感 （16 ） 外傷や術後（

）である2） 炎 としては…S や…

など 気性 が多い 本症

例において頸部への 炎 の トリーは 明であ

るが が多発していることを考えると 性感

が考えられた また頸部に びらんも多発して

いたため 創部からの感 の 能性も はしきれ

なかった 検査 創部 検査から 炎

は 連 と診 した 連 は 管

尿 生 の 在 である 壊死性筋膜炎の

炎 としてまれであり 死亡 は40 と高 であ

る3）

　 S Sは 連 によりショックに った状

態で ウ により き こされる …

… …様の症状が られる4）

　 年 C の 性連 も同様

に S Sの原因となると言われている5）

　頸部壊死性筋膜炎では C で 部 の や

の 壊が 的であり ス産生（55 ）

形成（35 ）で られる 診 に C が有用である

とされる7）

　今回 に至った としては 期からの

リー 域ス クトラムの 生 を開 でき

たこと S Sに対して が著効したことなど

期からの集学的治療が行えたことが にあると

思われる

　壊死性筋膜炎は 症性ショックやDIC 多

全 S Sに進行すると死亡 が高いため 期に

診 し 壊死 の リー を め 適切な

生 の投 や全 管 等の集学的治療が行われる

ことが 要である
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